
  

1 

 

報道関係者各位 
2024 年 12 月 6 日 

株式会社 Ridge-i 
 

リッジアイ、衛星画像のデータ解析をワンコマンドで行える 
「Ridge SAT Image Analyzer」を提供開始 

衛星画像解析 AI ソリューションで、手軽に高度な衛星画像解析が可能に 
 

AI・ディープラーニング技術のコンサルティングと開発を行う株式会社 Ridge-i（本社：東京都千代田区、代表取締役
社長：柳原 尚史、以下「リッジアイ」）は、衛星画像の判読業務を専門知識なしで簡単に処理できる衛星解析ツール
「Ridge SAT Image Analyzer（RSIA）」を 2024 年 12 月 6 日より提供開始します。 
 

近年、衛星画像解析の活用は、安全保障、都市計画、農業、環境モニタリングなど、多くの分野で広がっています。しか
し、衛星画像は、季節による植生の変化や時間帯による影の影響などがあり、AI や衛星の専門知識がないと解析が難しい
という課題があります。さらに、衛星画像は 1 枚のデータサイズが数 GB 以上と大容量で、一般的な RGB（赤・緑・青）
画像以外にも近赤外線など特殊な情報を含む多様な画像があり、画像処理を行ううえでの技術面や効率面での課題とな
っています。加えて、衛星画像のライセンスはプロバイダに帰属するものも多く、外部に解析を依頼する際には、さまざまな制
約が生じます。リッジアイは、地図、道路、住宅、森林、固定資産、安全保障などのアセットを保有し、その管理や調査に課
題を抱える官公庁や企業のニーズに応えるため、「課題を気にせず、衛星画像解析を気軽に試したい」という要望に応える
形で RSIA を開発しました。 
 
「Ridge SAT Image Analyzer（RSIA）」の特長は、以下のとおりです。 
 
1. ユーザー自身でオリジナルモデル作成が可能：お客様自身で最先端モデルを用いた学習および、評価を行うことが

できます。この機能により、秘匿性の高いデータを用いたモデル作成、データの特性に合わせたユーザー自身での試行
錯誤が可能になります。 

2. 直感的な操作性：ワンコマンドで解析を実行できるシンプルなインターフェースを採用。専門知識がなくても最先端の
AI モデルを活用可能です。具体的には、ユーザーの入力に応じて、RSIA 内で最適な画像分割、衛星画像の前処
理や後処理を選択し自動実行します。オリジナルモデルを作成したい場合にも、衛星画像とアノテーションを特定の場
所に保管して、ワンコマンド入力するだけで作成できます。 

3. 柔軟な環境対応：コンテナ技術を用いて構築されているため、クラウド環境、オンプレミスのどちらでも AI 解析が可
能で、さまざまな導入ニーズに対応できます。セキュリティの厳しい環境下やライセンスの制約下、さらにスケーラビリティ
が求められる環境下でも、柔軟に対応することが可能です。 

4. 幅広い衛星データ対応：通常の光学衛星画像だけでなく、近赤外線や SAR 画像（Synthetic Aperture 
Radar）など、多様なデータ形式に対応。天候など異なる条件で撮影された画像間の一貫性を保つための自動前
処理機能も搭載しています。 

5. スケーラブルなシステム：Docker ベースの構築により、小規模から大規模な解析まで柔軟に対応。これにより、ユ
ーザーのニーズの変化や、解析対象の拡大にも迅速に対応可能であり、システムへの連結も容易です。 
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想定する利用シーン（例） 
 物体検出： ソーラーパネルや車両・船舶の検出を通じて、エネルギー政策立案や安全保障に貢献。 
 土地分類：都市部、農地、森林などの土地利用を自動分類し、都市計画や農業政策に応用。 
 変化検出：森林伐採や地図更新、農地異常検知など、環境保護や更新業務を効率化。 

 
今後は、非画像データとの統合や AI 言語モデル（LLM）との連携により、RSIA のさらなる進化も目指します。たとえ

ば、自然言語で「●年●日のシンガポール沖に船が何隻ある？」「東京都内の緑地面積の変化を過去 5 年分析して」な
ど指示するだけで、必要なデータ取得から解析、結果出力までを自動で行う機能を開発中です。また、リアルタイム解析へ
の対応も計画しており、災害監視や環境変化の即時対応など新たな活用が期待されます。 
 

 
以上 

 
導入方法 
 
実施したい解析やシステムとの統合についてご提案いたしますので、以下弊社ホームページから問い合わせください。 
https://ridge-i.com/contact/ 
 
■株式会社 Ridge-i（リッジアイ）について 

リッジアイは、AI・ディープラーニング技術を活用したソリューションにより、経営・社会課題の解決に挑むテックイノベーション
ファームです。特に、画像解析ディープラーニング、センサーによる異常検知 AI、最適化 AI など様々なデータに対応する
AI を組み合わせた「マルチモーダル AI」に強みを持ちます。戦略策定から要件定義フェーズに始まり、現場のコンサルテー
ションから開発・運用保守まで、投資対効果を実感するまで一気通貫で伴走し、多くの実績をあげています。また社会課
題にも積極的に取り組んでおり、SDGs 課題と環境変化を衛星画像から発見する「GRASP EARTH」などで第 4 回か
ら宇宙開発利用大賞を 3 回連続受賞しました。今後とも技術とビジネスの高みを追求し、社会・顧客が持続的に効果
を実感できる最高峰のソリューションを提供します。 

 

会社名： 株式会社 Ridge-i 
設立： 2016 年 7 月 
所在地： 東京都千代田区大手町 1-6-1 大手町ビル 438 
代表： 代表取締役社長 柳原 尚史 

●月●日の 
シンガポール沖に 
船が何隻ある？ 

●月●日のシンガポール沖には、 
●隻の船があります。 

光学画像に対して船検出を実施した結果 (Contains 
modified Copernicus Sentinel data [2024]) 

■リッジアイが目指す RSIA を使った業務フローイメージ 

https://ridge-i.com/contact/
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資本金： 22,551,500 円                
事業内容： 

  ① AI・ディープラーニング技術のコンサルティングおよび開発 

  ② 共同事業、ライセンス、保守モデル、自社開発等によるプロダクトの提供 

  ③ 人工衛星データ AI 分析サービスの提供 

URL： https://ridge-i.com  
 
【本件に関するお問い合わせ先】 
株式会社 Ridge-i 大沢、中井 
e-mail: pr@ridge-i.com  
 
共同ピーアール株式会社（広報代行） 
担当／電話 竹村 良子（080-8870-0347）、本田 江代（070-4303-7350）、児玉 千尋（070-4303-7256） 
e-mail: Ridge-i-pr@kyodo-pr.co.jp  

https://ridge-i.com/
mailto:pr@ridge-i.com
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